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チリの位置

チリの位置

太平洋 南米大陸



チリにおける地震の歴史 チリにおける地震の歴史震

1570年以降
約90の地震

1647年サンチャゴ地震

体感しない地
震を入れると
一日200地震

世界最大のマ世界最大のマ
グニチュードを
記録 1907年バルパライソ地震

チリにおける地震の歴史 最近の地震の経験

1985年サンチャゴ地震
政府及び関係機関

調整の不足

無理な業務

2010年カウケネス地震

担当者の能力と予算の不足



最近の地震の経験 最近の地震の経験

政府及び関係機関 政府及び関係機関

チリ大

地震や津波で倒壊した政府の建物がある

被害評価

不適格地へ建設

津波・地震訓練、避難場所情報など危機管理計画の欠如

最近の地震の経験 最近の地震の経験

政府及び関係機関

略奪暴動対策の政治的遅れ

市民活動

被災度判定ボランティアの不足

津波警報がない

危機時の携帯電話連絡の深刻な問題

首都集中

アドベなど不適切な材料の使用

規制のない自主建築

危機時の調整管理欠如

広大な被災地と国土
地震のない国からの経済的な構造方法の安易な受け入れ



最近の地震の経験 改善の実施

設備機器 政府及び関係機関

政府機関の機構改革

予算の充実
監視機器の不足

メンテ・人材の不足

予算の充実

政治への抗力

研究者に情報が届かず、数ヶ月数年遅れて情報が得られる

政府機関要員への地震、火山、津波の専門的な訓練

全ての課題でしっかりした研究分野を開発

改善の実施 改善の実施

政府及び関係機関

人材と予算付き 早期警報ネ ト クを構築

政府及び関係機関

早期被災判定体制
人材と予算付きで早期警報ネットワークを構築

地方へ知識普及

地域・国際間で科学情報を共有

当然だが、時系列で必要な予算

学校での自然災害に関する教育

全国、市民レベルで情報ネットワークを持続運営 市民への危機管理教育



日本とユネスコへの示唆 発表は以上です日本とユネスコへの示唆

成功国の制度、実施など積極的な経験の共有

発表は以上です

成功国の制度、実施など積極的な経験の共有

専門家の交流

全国への知識普及のための
最低必要な専門家育成支援 ありがとう


